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発行：2025 年 6 月 20 日 

会 議 議 事 録 

会議名 2025 年度第１回 

東京工科自動車大学校三校 

教育課程編成委員会 

専門学校 東京工科自動車大学校 

専門学校 東京工科自動車大学校世田谷校 

専門学校 東京工科自動車大学校品川校 

開催日時 ２０２５年６月６日 (金)  １５：００ ～ １７：００ 

会場 専門学校東京テクニカルカレッジ（姉妹校） 

 テラホール（B1） 

参 加 者 

 

委員 17名 【出席者 17 名】 

◇1 級教育課程分科会 

・佐藤 康夫 (全体会議長、1 級分科会議長) 

・園田 幸祐   ・井上 真一   ・伏見 一洋   ・在田 泰彦 

・宮谷 真樹   ・小林 祐    ・吉岡 晃（書記） 

 

◇2 級教育課程分科会 

・澁谷 健（2 級分科会議長）   ・松村 道隆    ・国分 秀貴 

・山岸 幸弘  ・池田 昌繁   ・清 宏一郎    ・橋本 望 

・佐藤 岳人  ・奥山 美都留（書記） 

 

【欠席者 3 名】 

・保田 正義  ・蓬田 誠  ・髙橋 拓也 

事務局 4名 ・荻野 洸介  ・村山 健   

・和泉 明日香 (全体会書記)  ・田中 健司 

 

全体会 

配布資料 

 

 

 

委員長挨拶 

 

 

 

 

 

2025 年度委員に

ついて 

 

 

 

2024 年度学校 

運営の実績報告 

 

 

 

 

 

 

――――――――――― 全体会 ―――――――――――― 

<配布資料> 

・議事次第 

・資料A・・・全体会説明資料 (パワーポイント) 

・資料B・・・前回議事録 

 

開式に先立ち、今年度から新たに事務局に加わった荻野部長および和泉室長の紹介が荻野

部長より行われた。あわせて、本日のスケジュールや全体会・分科会の会場についての説明

があり、その後、佐藤委員長に進行が引き継がれ、全体会が開始された。 

冒頭、佐藤委員長より、学生の採用や高校との連携、学生募集への協力に対して謝辞が述べ

られるとともに、教材の提供や教員の派遣に関するご支援についても感謝の意が示された。 

 

資料に基づき、全体会、1 級分科会、2 級分科会のメンバーを確認した。今年度は新たに 2 名

の方が委員として加わることとなり、小林 祐氏、池田 昌繁氏よりそれぞれご挨拶をいただい

た。 

 

（就職実績報告） 

3月末には、企業様による積極的な採用活動もあり、今年度も全員が内定を得ることができ

た。今年度においても、学園としての目標である「8月末までに就職内定率100％の早期就職」

を引き続き目指している。 

今年度は、5月末時点で全体の内定率が82.7％となっている。エンジンメンテナンス科のよう

な、採用活動のピークが遅めである業界に属する学科では、現時点で数値がやや低くとどま

っているものの、全体としては順調な推移を見せている。 
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国土交通省 

文部科学省関連 

の対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議風景 

（整備士合格実績報告） 

表を基に二級自動車整備士および一級自動車整備士の合格状況について詳細を報告した。 

二級の合格率は97.7％、一級は筆記94.7％、口述98.6％、総合で93.4％となっている。直近で

は留学生が増加しているが、これによる合格率の低下などの傾向は見られていない。 

また、今回は世田谷校において、一級（筆記・口述）ならびに二級（ガソリン・ディーゼル）のす

べてで合格率100％を達成した。これは初めてのことであり、大変喜ばしい結果である。 

一方で、依然として不合格者もいることから、今後も気を緩めることなく、引き続き指導に努め

ていきたいと述べた。 

 

国土交通省及び文部科学省関連の制度改正等について、以下の説明がなされた 

（国土交通省） 

資格制度については、前回の委員会でも報告した通り、資格名称の変更、教科書の更新、訓

練時間の見直しなどがすでに実施されており、現在の1年生は新教科書での学習を開始して

いる。彼らが卒業する際には、新たな「総合」試験が導入される予定である。 

また、検定規則の一部改正も進んでおり、現在はパブリックコメントの段階にあるが、来月に

は公布・施行される見込みである。これにより、これまで受験資格として必要だった実務経験

が短縮され、特定技能での入国者等が早期に受験できるようになると見られている。学校とし

ては、働きながら資格取得を目指す道が広がる中で、教育の在り方がより問われてくることに

なる。 

さらに、検査員資格の要件も見直され、自動運行装置を搭載する車両の検査には、一級自動

車整備士（総合）の資格が必要となる。これは、一級取得を目指す者や、既に資格を取得して

いる技術者のモチベーション向上にも寄与する改正といえる。 

 

（文部科学省） 

専門学校は大学と同等の教育機関としての位置づけが進んでいる。4年制の専門課程は大学

院への進学資格を得られ、2年制課程は大学編入が可能となるなど、高等教育機関との接続

が強まっている。 

こうした流れの中で、「時間数」ではなく「単位」で学修成果を表す方向性が求められており、単

位制への移行を進めている。ただし、国土交通省による訓練時間の規定があるため、学年制

や進級要件には変更がない。あくまで、履修した科目の成果を単位として表す運用となる見込

みであり、大きな支障はないと考えられている。 

また、大学等と同等の教育機関として認められていく中で、第三者による外部評価の受審が

義務付けられるようになる。これまでも学校関係者評価や教育課程編成委員会などは職業実

践専門課程の質保証の一環として実施していたが、今後は完全に外部の評価者による審査

が求められる。実施には5年間の猶予期間が設けられており、各校での体制整備を進めてい

く。 

 

以上 
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1 級分科会 

 

配布資料 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

――――――――――― １級教育課程分科会 ―――――――――――― 

 

＜配布資料＞ 

●令和６年１０月４日実施第１回１級教育課程分科会議事録資料 

●令和７年度検討事項資料（１級カリキュラムの高度化について） 

①学生向け提供可能な体験についてのアンケート結果（１級分科会委員各企業様を対象とし

たアンケート） 

 

 

 

１． 協議内容について及び参照資料についての説明 

 

（佐藤議長） 

任期満了で新たに委員が加わったことを受け、昨年度からの協議内容を振り返るとともに、

CASE技術に基づいた高度な教育の具体的な展開について議論する段階に入ったと説明し

ました。そして、引き続き委員たちの意見を借りながら協議を進めていきたいと述べ、分科会

が開始された。 

 

 

 

（園田副議長） 

各企業様に事前アンケートを実施した結果を踏まえながら、ご意見をいただきたい。 

 

●学生向け提供可能な体験内容についてのアンケート内容は、以下の通り 

 

【Ａ．自動運転・先進運転支援技術（ＡＤＡＳ）関連】 

・自動運転レベル１～３の体験（例：高速道路での同乗体験など） 

  ・ＡＣＣやＬＫＡなどの先進支援機能の実車体験 

  ・センサ技術（ＬｉＤＡＲ・ミリ波レーダー等）データ可視化体験 

  ・ＡＤＡＳ関連の診断・再設定作業体験 

  【Ｂ．コネクテッドカー関連】 

  ・車両データのリアルタイム取得・解析体験 

  ・モバイルアプリ・クラウドとの接続デモ 

  ・ＯＴＡアップデートなどのデモ 

 

  【Ｃ．シェアリング・モビリティ関連】 

  ・シェアカー運用システムの仕組み説明・体験 

  ・利用ログの管理・解析体験 

  ・整備・運用フローの実演 

 

  【Ｄ．電動化（ＥＶ・ＨＥＶ・ＦＣＶ】 

  ・高電圧車両の構造見学・安全作業体験 

  ・普通/急速充電器の操作体験 

  ・ＥＶ特有の整備・故障診断体験 

  ・Ｖ２Ｈ等のエネルギー連携技術の紹介 

 

  【Ｅ．整備現場のＤＸ・ＩＣＴ化】 

  ・電子整備記録・クラウド管理の体験 

  ・ＡＲ／ＶＲ整備トレーニング体験 

  ・デジタル検査ツールの使用体験 



4 
 

 

 

協議事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 提供可能な体験内容アンケートについての意見 

 

実施したアンケートで、自動運転レベル1〜3の同乗体験と高電圧車両の構造見学・安全作

業体験、EV特有の整備・故障診断、V2H等のエネルギー連携技術の紹介に関する意見が

寄せられた。 

なお、自動運転の同乗体験については、学校施設での実施が難しいため、企業様の施設や

サーキットなどでの開催が検討される。 

 

（学外委員１） 

時期的なものはいつ頃の開催を予定しているのか。 

 

  （園田副議長） 

  時期は決めていないが、授業のない夏休みおよび冬休み中が望ましいと考えている。 

 

（学外委員２） 

意見を述べる前に、現在の一級教科書内容についてお聞きしたい。 

現在１級分科会で協議されているＣＡＳＥについては、現行教科書の内容に含まれているの

か。 

 

（園田副議長） 

一級教科書の内容には含まれていないが、今後必要となる知識であり、ＡＤＡＳ等について

は今後教科書に収載される可能性がある。 

 

（学外委員２） 

承知した。実施する時期については、企業、学校がベストとするタイミングがよいと考える。

具体的には、新教科書発行のタイミングで内容を精査して、カリキュラムとリンクできる方が

よいのでは。 

開催の時期としては、３年生の就活開始時期から３月くらい。 

 

（園田副校長） 

各企業様側のスケジュールと学生の学びのタイミングが合う時期がよいのではと考えてい

る。 

 

（佐藤議長） 

一級の新教科は、来年春に発行予定である。 

二級総合は巻末の一部に（１０ページほど）ＨＶ・ＥＶ、先進安全技術の項目が追加されてい

るが、三級総合、二級総合ともに教科書に大きな変更はない。 

一級新教科書についても、追加項目はあると思われるが、大きな変更はないと考えている。 

 

（学外委員３） 

連携授業を進めていく上で、授業内容については教科書に沿ったものがよいのか、それ以

上のものがよいのか、学校側の望む部分もあると考える。 

先進技術をどこまで見せすればよいのか、学校側として具体的なビジョンをお示しいただき

たい。 

各社、各企業ＡＲ／ＶＲなどの整備トレーニングなどお示しできる部分と、出来ない部分とが

ある。各社、各企業によりそれぞれの見せ方に違いがある。 

 

（園田副議長） 

現在、１級科３．４年生については企業連携授業でエーミング等は行っている。 

各企業様でできる部分をお見せいただければありがたい。 
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  （佐藤議長） 

  一級整備士も二級整備士も就職後、整備する車両は一緒である。現在の教科書の内容以外

の部分で実際に作業をしている。現在の一級教科書は２０年前から大きな変更のない過去

の教科書である。今後の専門学校教育に必要なことは、各企業様からの最新の情報をもと

に、できること・必要なことを取捨選択しながら構築していくことが重要だと考えている。 

 

（園田副議長） 

学校側としては、整備士の実作業に関わるＡ・Ｂ・Ｄ（アンケート項目）が良いのではと考えて

いる。ちなみに各拠点でのシェアリングサービスについては、現状で整備士の実作業として

どのように関わっているのかご教示いただきたい。 

 

（学外委員４） 

シェアリングサービスのシステムについては、あまり関わっていないのが現状。 

 

（学外委員３） 

シェアカーと言っても車自体に変化はない。実際に授業に落とし込むとすれば、システムの

概要とハードについての説明となる。 

ＯＴＡ関連の情報については、顧客の個人情報に関わるため、非公開な部分が多い。 

メーカー側としてはその情報をもとに、使用状況などのデータ解析を行っている。 

 

（園田副議長） 

ウェインズトヨタさんで実証実験中の、ＶＲゴーグルを使用した整備・故障診断については、

現在どのような状況なのかお聞きしたい。 

   

  （学外委員２） 

  それについては、現在、休止中である。 

 

  （学外委員３） 

  ちなみに、あるＥＶメーカーでは本部サービスで３名程度配置し、それらの方々は各拠点のサ

ービスマンに遠隔で整備指導を行い、作業者は指示に従い整備を行っている。 

  また、遠く離れたユーザー宅でもＯＴＡによりシステムをアップデートするなどの業務を行って

いる。 

 

（学外委員４） 

  そのようなＤＸをフルに活用した最新の作業を学生に伝えるのも面白いのでは。 

   

（園田副議長） 

  各企業様にお聞きしたいのだが、車両に乗っての体験は可能か。 

 

  （学外委員４） 

  自動運転体験はできないことはないが、社内規定などの制約もあり一般公道では難しいと考

える。サーキットなどのクローズドコースであれば車両と講師の提供は可能。 

 

  （学外委員１） 

  自動車学校などはどうか。 

  

  （園田副議長） 

  休校日がなく、教習車両も多いため難しいと思われる。 

 

  （学外委員３） 

  各企業の所有するテストコースなどを使用させてもらう方法も模索しては。 
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  （学内委員 井上） 

  学校の現状として、実習はできるが体験ができないため、ほぼ机上での内容となっている。メ

ーカーそれぞれのシステムを体験できればありがたい。 

  学生の就職後を念頭に置き、現場で必要とされるシステムの体験。 

 

  （学外委員３） 

  具体的にどのような体験か。 

 

  （園田副議長） 

  レーンキープ、自動運転、自動駐車など。運転席で実際に体験すると学生に印象が強く残る。 

 

  （学内委員 井上） 

  各企業様にお聞きするが、高電圧車両取り扱いについては学校の授業で行った方がよいか。 

 

  （学外委員４） 

  各メーカーによって内容は異なるが、内容は知ってもらっていた方がよい。 

 

  （学内委員３） 

  深い内容よりは、各メーカーのシステムを知ってもらう方がよい。 

  学生に興味を持たせることの方が大切。楽しめる授業・興味を引く授業。 

  自動運転など普段あり得ない動きをする車両を体感することなど。 

  御校ならではの取り組みとしてできるほうがよい。 

 

  （園田副議長） 

  学生へのヒアリングも大切だと考えている。どのような体験がしたいかなど。 

 

  （佐藤議長） 

  学校側としては、モビリティーショーでのデモ、各ディーラーで行っている体験など、こちらから

赴むく事も考えている。その部分でお考えをお聞きしたい。 

 

  （学外委員３） 

  グランドライブでは、お客様向けに実際に運転体験を行っている。 

先進安全技術の必要性をご理解いただくため。 

   

  （学外委員１） 

  当社では、御校の１年生向けの連携授業でトヨタセーフティセンスのシミュレーター 

 体験してもらっている。楽しそうに体験していただいている印象。 

 

 （学外委員３） 

 タイヤメーカーがタイヤの状況による挙動変化を体験できるシミュレーターもある。 

 

 （学外委員２） 

 以前、御校で雪道走行などでの挙動変化を体感できるシミュレーターをオープンキャ 

ンパスで行ったことがある。現在はバージョンアップしている。 

 また、ＡＤＡＳに関係した部品商品知識など各メーカーや振興会などに協力してもらう方法も

ある。 

 

 （学外委員４） 

 コネクテッドの知識、ＡＲ／ＶＲは概要だけでよいと考える。 

 Ｖ２Ｈにつては、災害時対応も踏まえ授業に取り入れた方がよい。 

 

 （学外委員１） 

 現在の最新技術を知ってもらうことと、各拠点で整備士が実際に行っていることを見てもら
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会議風景 

う。最終的には、何故このようなことが必要なのか、学生に対して理由付けやそれに向けた

ストリーの構築が必要だと考える。 

  

   

３．新カリキュラム構築に必要な要素と今後の方向性まとめ 

 

Ⅰ.次回の委員会までに3・4年生を対象にどのような授業や体験を実施したいか、 

アンケート調査を行う（既存の連携授業における学生の反応も踏まえて検討する。） 

Ⅱ.学校の教員が企業様の開催する新技術研修の内容を精査し、学生にフィードバックでき

るものを抽出して、今後の授業内容に反映させていく。 

 

Ⅲ.各企業様に対し、学生向けの体験プログラムの提供を検討していただく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 
 

二級分科会 

 

 

二級教育課程分科会 

配布資料 

確認 

配布資料の確認 

- 新履修システム 実施検証報告 

- SP 分析 

- プロジェクトセミナー概要 

- シラバス・評価方法 

議長 議長挨拶・委員紹介 

- 委員自己紹介および欠席連絡を実施。 

- 新カリキュラムに基づく授業が開始しており、今週より第 2 期がスタートしている。 

審議事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新履修システム 実施検証報告 

・教務部長よりの報告 

- 以前にいただいた意見を反映したカリキュラムを 4 月より導入。 

- 3 校で科目の共通化を行い、結果のフィードバックが可能な体制を構築。 

- 評価は以下の通り： 

- 講義科目：筆記試験 100 点 

- 実習科目：実技 40 点、筆記 60 点 

- 不合格者については、長期休暇中に補講を実施。 

- 各校で細かな分析を行うため、試験結果を SP 分析により検証し、不自然な回答を特定して改

善を実施。 

- 第 1 期では不自然な回答は見られなかったが、教え込みに不足を感じた。 

- 授業の最後に補習コマを設け、理解が不十分な学生に学習機会を提供。 

- 課題を与え、試験前に確認の時間を設け、3 校合同で履修判定試験を実施。 

 

・議長補足 

- 履修判定試験の結果は各校で検証後、校長会にて確認。 

- 校長会の承認を経て公示、補習・追試の流れで対応。 

- 日々のカルテ記録や補習コマ、補習日で取りこぼしのないようフォローしている。 

 

・質疑応答 

- 委員 A：SP 分析をここまで取り入れている点は高く評価できる。 

- 委員 B：留学生にも同様の対応を行っているか？ 

- 議長：対応は同様。留学生の比率も増加傾向。 

- 委員 B：留学生の日本語能力は？ 

- 議長：第 1・2 期の授業は部品名称や計算中心のため、ルビを振って対応している。 

 

 

 



9 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議風景 

プロジェクトセミナーについて 

- 第 2～4 期にプロジェクトセミナーを実施。 

- 通常授業では身につけにくい「問題発見力」「課題解決力」を育成することを目的とし、研究・レ

ース・教材製作などをテーマに設定。 

- PDCA サイクルに基づき進行し、課題解決力を養成する科目。 

- 評価方法および実施方法に関して意見やアドバイスを募集。 

- 本科目は国土交通省の訓練科目として実施。 

- 中間発表：10 月の学園祭にて 

- 成果発表会：12 月、代々木オリンピックセンターにて 3 校合同開催（今年度は 12 月 24 日予定） 

- 成果発表会の前に各校で予選を行い、代表グループが合同発表会に参加。 

 

- 過去の卒業生アンケートでは課題達成力に課題があると判明。 

- 2016 年度より出席と社会人基礎力（経産省基準）を評価基準に採用。 

- 全テーマにおいて自己評価・教員評価を実施。 

- 成果が明確なテーマは継続し、曖昧なものは入れ替える方式で運用。運用開始から 10 年が経

過。 

- 企業側からの意見を求める。 

 

・質疑応答 

- 委員 C：テーマは誰が設定するか？ 

- 議長：大枠は教員が決定。詳細計画は学生が立案。 

- 委員 A：発表の水準を一定に保つため、指導ポイントを明示するとよい。 

良い取り組みなので今後も継続してほしい。 

- 委員 D：学生が自ら計画し授業に取り組む姿勢は非常に素晴らしい。 

- 委員 A：努力に対して何らかの成果を与えると、よりモチベーションにつながる。 

例：当社では PDCA 型研修でギフト券を支給している。 

- プロジェクトの成果として工具などを贈るのも一案。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次回案内・閉会（議長） 

 

 


